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令和６年度 第 12回 千葉市バリアフリー基本構想推進協議会 議事録 

 

1 日  時 令和６年 10月４日（金） 10時 00分～11時 30分 

2 場  所 千葉市役所 高層棟３階 XL会議室 301 

3 出 席 者 

≪委員≫17名（代理出席６名） 

藤井敬宏会長、岩井阿礼副会長、髙梨園子委員、名取信子委員、大石千惠委員、 

大里千春委員、竹内ひろみ委員、植草定夫委員、渡邉孝雄委員、落合真奈美委員、 

青木俊委員、秋葉秀樹委員、小川賢委員、長瀬正一委員、石橋徹委員 

（WEB参加：松野由希委員、小川良一委員） 

（代理：重松景則様、原道大様（WEB）、村井雄輔様、野添俊介様（WEB）、川口貴史様、 

大坪敬史様） 

（欠席：正能俊輔委員、土屋稿治委員、成田斉委員、髙橋直人委員、藪谷直幸委員、 

並木友彦委員、飯島秀治委員、髙石憲一委員） 

≪事務局≫５名 

 交通政策課 石野課長、長瀬課長補佐、川口主査、小野主任主事、鶴岡技師 

≪傍聴≫０名 

 

4 議事次第 

 １ 開会 

２ 会長挨拶 

３ 委員紹介 

４ 議題 

・第１号 蘇我地区、鎌取地区、都賀地区における重点整備地区・生活関連施設・ 

生活関連経路の設定案について 

・第２号 まち歩き点検ワークショップの開催案について 

５ 報告事項 

（１）策定スケジュールについて 

 ６ その他 

 ７ 閉会 

 

  



2 

5 配付資料 

・次第 

・協議会委員名簿 

・座席表 

・資料１ 重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定案 

・資料２ まち歩き点検ワークショップの開催案について 

・参考資料１ 策定スケジュール 

・参考資料２ 公立小中学校の位置づけについて 

 

6 議事の概要 

（1）蘇我地区、鎌取地区、都賀地区における重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路

の設定案について 

事務局より、蘇我地区、鎌取地区、都賀地区における重点整備地区・生活関連施設・生

活関連経路の設定案について説明し、全会一致で了承された。 

 

（2）まち歩き点検ワークショップの開催案について 

事務局より、まち歩き点検ワークショップの開催案について説明し、全会一致で了承さ

れた。 

 

（3）策定スケジュールについて 

事務局より策定までのスケジュールについて説明を行った。 

 

 

＜会議録＞ 

１ 開会 

【事務局】 

定刻となりましたので、これより「第 12回千葉市バリアフリー基本構想推進協議会」を

開催いたします。 

本日は、大変お忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。 

本日の司会進行を務めます、交通政策課の長瀬です。よろしくお願いします。 

それでは、お手元に配布してございます資料の確認をさせて頂きます。 

・次第、委員名簿、座席表 

・資料１  重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定案 

・資料２ まち歩き点検ワークショップの開催案について 

・参考資料１ 策定スケジュール 

・参考資料２ 公立小中学校の位置づけについて 
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でございます。 

座席表につきましては、本日机上配布としております。 

なお、事前に送付しておりました配布資料に、一部差し替えがございます。 

まず、１つ目が次第になります。配布時点では（案）となっていたため、確定版として

お示ししております。 

２つ目がＡ4 表面のみの委員名簿です。７月１日付けの人事異動に伴い記載内容に変更

がございます。 

以上２つの差替えをお願いします。 

最後に、報告資料として、ポスターを１枚配布しております。 

WEB 出席の方におかれましては、恐れ入りますが、先日お送りしたデータをご参照くだ

さい。 

配付漏れはないでしょうか。 

 

本日は、委員 25名中、 

委員 17名【会場出席：15名、WEB出席：２名】 

代理出席者６名【会場出席：４名、WEB出席：２名】の出席 

となっており、千葉市バリアフリー基本構想推進協議会設置条例第７条第２項に規定さ

れた半数以上の委員の出席であることから、本会議は成立していることをご報告申し上げ

ます。 

また、議事の公開につきましては、「千葉市バリアフリー基本構想推進協議会議事運営要

綱」により公開することとなっております。 

本日は傍聴の方はいらっしゃいません。 

 

２ 会長挨拶 

続いて、当協議会の会長である日本大学理工学部 特任教授 藤井 敬宏様よりご挨拶を

頂戴します。 

 

【藤井会長】 

皆様おはようございます。ご挨拶に代えて、先日あった出来事をお話ししたいと思いま

す。千葉市の取組は丁寧に行っているなということを感じた、という話です。 

ある自治体において、都市計画マスタープランで将来の拠点として位置づけられてい

る駅前周辺整備計画があるのですが、４年後の 2028年に完成を目指して整備を進めてい

るところです。先週その会議体の中で、駅前ロータリーから生活関連施設までの通行帯の

イメージ図が出てきました。その時に、バリアフリー関連の情報というと、タクシーやバ

スに乗るというだけで、ネットワークとしてのつながりも何もなかったのです。なぜそう

いう状況なのか聞いたところ、当自治体では重点整備地区は主要駅の１か所だけなので、
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そこだけの対応でバリアフリーを考えているとの回答で、「そうではない」という話をさ

せていただきました。千葉市の場合では、マスタープランというものを立てて、モデル地

区としていくつかの地区を対象にして検討しています。かつ、それぞれの特徴に応じて出

てきた問題点・課題をいろいろなところにフィードバックするというかたちで、いろいろ

な行政区から全体像にバリアフリーを展開していこうというスタンスを取っています。

そういうことを考えるのが基本だと私は考えていましたが、地方都市に行くと、まだまだ

バリアフリーの問題への認識が地域全体に広がっていない、あるいは、特に担当者が道路

建設課や都市計画課といったところとバリアフリーの問題を共有できていないというこ

とが如実に見えてきました。これから将来できていく都市計画マスタープランの主要に

なるところがそういうレベルだと心配だということで、その件は見直すかたちで動き出

すことになりました。そうしたことを経験して、この千葉市ではものすごく丁寧にやって

いるという印象を受けました。丁寧にやっているということは、委員の皆様方にもまち歩

き点検を含めてかなりのご協力・ご負担をかけさせていただきながら、いろいろな地区の

問題を挙げて、かつフィードバックする中で計画をスパイラルアップしていく、皆様のと

ころでバリアフリーの気持ち・気づきを共有しながら広げていくという取組が現にある

ということで、とても素晴らしいことだと思っています。こういったものを丁寧に続けて

まいりたいと思います。 

そういった意味で、今日も委員の皆様方の団体様にもご負担をかけながらお願いする

場面もございますが、事務局からのいろいろなご説明・ご提案の中で、ご協力いただける

ところはぜひ首を縦に振っていただいて進めていただければと思いますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

  

【事務局】 

ありがとうございました。 

 

３ 委員紹介 

≪委員 紹介≫ 

続きまして、人事異動に伴い、新たに委嘱された委員の方をご紹介いたします。 

・精神障害者関係団体 千家連 竹内 ひろみ様です。 

・京成電鉄株式会社 鉄道本部計画管理部 鉄道企画担当課長 土屋 稿治様ですが、 

本日ご欠席との連絡を受けており、代理で原 道大です。本日は WEBで出席をいただ

いております。 

・国土交通省千葉国道事務所 交通対策課長 渡邉 孝雄様です。 

・千葉県警察本部交通部 交通規制課長 並木 友彦様ですが、 

本日ご欠席とのご連絡を受けており、代理で野添 俊介様です。本日は WEBで出席を

いただいております。 
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・千葉県警察本部千葉市警察部 総務課長 飯島 秀治様ですが、 

 本日ご欠席とのご連絡を受けており、代理で川口 貴史様です。 

・千葉市保健福祉局 高齢障害部長 髙石 憲一ですが、 

 本日欠席との連絡を受けており、代理で大坪 敬史です。 

・千葉市建設局 土木部長 長瀬 正一です。 

 

≪代理出席者 紹介≫ 

続きまして、代理出席の方をご紹介いたします。 

・東日本旅客鉄道㈱千葉支社企画総務部 企画部長 正能 俊輔様ですが、 

本日ご欠席との連絡を受けており、代理で重松 景則様です。 

・千葉県県土整備部都市整備局 公園緑地課長 藪谷 直幸様ですが、 

本日ご欠席との連絡を受けており、代理で村井 雄輔様です。 

それでは、これからの議事進行につきましては、藤井会長にお願いいたします。藤井会

長、よろしくお願いいたします。 

 

４ 議題 

第１号 蘇我地区、鎌取地区、都賀地区における重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の

設定案について 

【藤井会長】 

それでは、次第に沿って議事を進めたいと思います。 

議題第１号「蘇我地区、鎌取地区、都賀地区における重点整備地区・生活関連施設・生

活関連経路の設定案について」、事務局より説明をお願いいたします。 

【事務局】 

議題第１号 蘇我地区、鎌取地区、都賀地区における重点整備地区・生活関連施設・生

活関連経路の設定案について、ご説明いたします。 

資料１ 重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定案をご覧ください。 

令和３年３月に策定した千葉市バリアフリーマスタープランでは、促進地区のうち、ち

ば・まち・ビジョンにおいて位置付けられている、３つの都心、４つの重要地域拠点の合

計７地区を重点整備地区の候補として、優先的に検討すべき地区としており、「旅客施設の

乗降客数」、「生活関連施設の立地数」、「人口」を評価要件とした結果、まずモデル地区とし

て令和３年に JR/京成稲毛地区、その後、令和４年、令和５年の２か年で千葉都心地区に地

区別バリアフリー基本構想を策定いたしました。 

昨年度の第 11回協議会で承認をいただきましたが、今年度と来年度は蘇我・鎌取・都賀

の３地区について、地区別バリアフリー基本構想を策定してまいります。 

１ページは、重点整備地区設定の背景をお示ししたものです。 

なお、資料の一番下、「地区特性を踏まえた重点整備地区の設定パターン」については、
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重点整備地区検討パターンをイメージ化したものを記載しております。 

２ページから４ページでは、バリアフリーマスタープランにおいて設定しました蘇我・

鎌取・都賀地区についての地区特性の記載がされております。 

図面（地図）上灰色の太線が促進地区、赤線が生活関連経路を示しています。簡単に各地

区の特性をお伝えします。 

２ページ目記載の JR蘇我地区の特性については、蘇我駅を中心に公共施設、ホテル、病

院が立地し、臨海部にはスポーツ施設や大規模店舗が立地しています。また駅を中心にち

ば・まち・ビジョンによる都市機能誘導区域が設定されています。地図では薄い赤色で着

色されているところになります。 

生活関連施設としては、２ページ目の下表で示す通り、計 19施設がマスタープランにお

いて位置付けられております。 

３ページ目 JR鎌取地区については、駅の南口側に公共施設、集会施設、福祉施設、大規

模店舗が集積しています。また、広域からの利用が予想される下総精神医療センター、有

吉貝塚公園が立地しています。また駅南側が都市機能誘導区域に設定されています。 

生活関連施設としては、下表で示す通りであり、計 11施設がマスタープランにおいて位

置付けられております。 

４ページ目 JR／モノレール都賀地区については、都賀駅を周辺に若葉区役所、若葉保健

福祉センター等の公共施設が集積しており、促進地区もコンパクトに設定され、日常的な

利用が想定される施設が立地しています。また駅の南東側を中心に都市誘導区域が設定さ

れています 

生活関連施設としては、下表で示す通りであり、マスタープラン上では計 15施設がマス

タープラン上で位置付けられております。 

続きまして、５ページをご覧ください。 

バリアフリーマスタープランにある重点整備地区設定の考え方をイメージ化したものと

なります。 

パターンＡは促進地区一致型であり、重点整備地区をそのまま促進地区全域とする考え

方です。小規模な地区、または重点整備地区の範囲を狭める必要のない地区に適していま

す。 

パターンＢは主要施設抽出型であり、都市機能誘導区域に加え、駅周辺の半径１km圏内

の生活関連施設を含む範囲で、促進地区よりも狭めることでより効果的な区域を改めて設

定する考え方です。 

パターンＣは主要施設群抽出型であり、パターンＢに加え、１km圏外のよく使われる生

活関連施設群を重点整備地区として位置付ける考え方です。 

パターンαは上記３パターンに適さない場合、独自のパターンとします。 

続いて、６ページをご覧ください。 

具体例として、これまで策定してきました地区別バリアフリー基本構想を振り返ってみ
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ますと、JR/京成稲毛地区では、パターンＢの主要施設抽出型を採用しています。JR稲毛駅

とモノレール穴川駅が半径１ｋｍ以上離れており、必要最小限の区域どりをしています。 

次に千葉都心地区では、促進地区の指定面積、生活関連施設数が大規模であるため、促

進地区全域を対象とするパターンＡでは重点的・一体的な整備が難しいことから、半径

500m圏内に生活関連施設数が 20施設以上ある JR千葉駅、JR千葉みなと駅、京成千葉中央

駅の３駅を中心とする範囲としパターンＢを採用しました。 

それでは、７ページをご覧ください。 

これらを踏まえて、蘇我・鎌取・都賀の３地区について、重点整備地区・生活関連施設、

生活関連経路の検討を行いました。 

バリアフリーマスタープランに基づき、重点整備地区、生活関連施設、生活関連経路の

設定条件を整理しております。 

まず、重点整備地区の条件としては 

・バリアフリーマスタープランにおける生活関連施設のうち、３施設以上含むように地

区を設定する。 

・概ね都市機能誘導区域を含むように設定する。 

・地区境界は町界、道路、河川など明確な境界線で区切る。 

の３つです。 

次に、生活関連施設は、 

・旅客施設を中心に促進地区で位置付けられている生活関連施設を対象とする。 

・重点整備地区内に公立小中学校が立地する場合、生活関連施設に追加する。 

最後に、生活関連経路の条件は 

・地区の幹線的な道路であり、歩行者ネットワークの根幹となる経路 

・生活関連施設間を結ぶネットワークを構成する経路 

となります。 

それでは、８ページをご覧ください。 

本題である、各地区における重点整備地区の設定案についてお示ししております。 

地図の見方ですが、黒の実線円が主要駅から 500mの範囲、黒の点線円が 1kmの範囲、黄

色の線がマスタープラン上の生活関連経路、赤い点線、青色の太線が今回基本構想で検討

する重点整備地区の案、生活関連経路の案となります。 

JR蘇我地区についてですが、パターンＡ促進地区一致型の採用を検討しております。 

表 4 重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定の考え方及び評価において、

JR蘇我地区をパターンＡとする選定理由を記載しております。 

蘇我駅から１km以上離れた臨海部にも、広域からの利用が見込まれる大規模店舗やスポ

ーツ施設が立地し、それらの施設は巡回バスにより、アクセス性が確保されており、隣接

する施設間の移動も考えられます。これより、不特定かつ多数の方の利用見込みがあり、

マスタープランで定めた促進地区の全範囲を含めることが効果的であると判断しました。 
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ここで、資料の最後に付いていた参考資料２ 公立小中学校の位置づけについてをご覧

下さい。 

本市のバリアフリーマスタープランでは、「公立小中学校等」について、「地区の状況や

各学校の実態を踏まえて、地区別バリアフリー基本構想の策定時に生活関連施設として位

置づけを検討する」としております。 

また過年度の策定した、JR/京成稲毛地区においては小中台小学校を、千葉都心地区にお

いては、弁天小学校、新宿小学校、新宿中学校を位置付けております。 

資料は戻りまして、 

蘇我・鎌取・都賀地区においては、マスタープランで定めた促進地区内に小学校、中学

校は存在しなかったのですが、蘇我地区においては、地図にあります通り、促進地区に限

りなく近いところ、もしくは隣接する形で公立小学校が 2 校立地しておりました。これら

2校については、学校体育施設の開放などの対応もされているほか、地域の指定避難所とし

ても活用されていることから、不特定かつ多数の方の利用が考えられ、促進地区外に重点

整備地区を拡大する形で生活関連施設に位置付けたいと考えております。これに合わせて、

生活関連経路も追加しています。 

また、生活関連施設にはマスタープラン策定後に建築され、バリアフリーマスタープラ

ンで定めた生活関連施設抽出ルールを満たした施設で、大規模小売店舗 2,000 ㎡以上ある

ベイフロント蘇我、客室数 50 以上のホテルリブマックス千葉蘇我駅前、ホテル マイステ

イズを生活関連施設に追加しています。 

次に 9ページ鎌取地区については、パターンα 独自型として検討しました。 

一見パターンＣの主要施設群抽出型に見えますが、生活関連施設が１施設しかないため、

施設群ではないため、独自型としています。 

マスタープランにおいて生活関連施設に位置付けられている、黒四角１の国立病院機構

下総精神医療センターについてですが、我々も実際この道のりを歩いてみましたが、幅員

が狭く、駅から 500ｍほど歩くと歩道がありません。また、坂道が連続しており、交通量も

多いことから、駅から距離が離れているというだけではなく安全面においても課題がある

と考えています。 

また、病院の担当者にお話をお伺いしたところ、この病院を受診するには、紹介状は必

要なく、不特定かつ多数の方が利用することが可能な施設であること、また、駅からは道

のりにして１ｋｍ以上あり、坂道もあることから、高齢者や障碍者の方が歩くことは大変

困難であり、通勤者を含む来院者の多くがバスや自家用車で通っていること、そして、来

年度施設管理者が策定する予定の特定事業、バリアフリー計画策定に協力いただけるとい

うお話をいただいており、生活関連施設の位置づけはそのままに、実態や道路の現状を鑑

み、生活関連経路からは外すという提案になっています。 

また、駅の南側、バリアフリーマスタープランでは、鎌取コミュニティセンターと同一

建物内にある緑図書館が生活関連施設に位置付けられていませんでしたが、これまで策定
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した稲毛地区、千葉都心地区と同様に、図書館を文化・教養、教育施設として各々の施設

の位置づけを行っております。 

最後に 10ページ都賀地区について、 

パターンＡの促進地区と重点整備地区が一致する一致型の採用を検討しております。 

重点整備地区をそのまま促進地区全域とする考えですので、生活関連施設も生活関連経

路もマスタープランで定めた通りの位置づけとなっております。 

以上で議題第１号「蘇我地区、鎌取地区、都賀地区における重点整備地区・生活関連施

設・生活関連経路の設定案について」の説明を終わります。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

【藤井会長】 

只今、事務局より『議題 第１号 蘇我地区、鎌取地区、都賀地区における重点整備地

区・生活関連施設・生活関連経路の設定案について』のご説明をいただきました。これか

ら皆様方のご質問・ご意見等をいただいた上で、この具体的なご提案のあった重点整備地

区と促進地区というかたちでの位置づけをお認めいただけるかどうかの決議を最後にさ

せていただければと思います。今回マスタープランで位置づけられた範囲の中で、生活関

連施設の追加、あるいは教育施設等の追加であるといったように一部現地に則したかた

ちでの運用というご提案がございました。 

それでは早速ご意見等を伺ってまいりたいと思いますが、本日 WEBでのご参加、会場で

のご参加と分かれておりますので、まずは WEB でご参加の委員の皆様方から何かご意見

ご質問等ございましたら承りたいと思いますが、いかがでしょうか。 

【ＷＥＢ】 

（意見・質問なし） 

【藤井会長】 

お手が挙がらないようですので、会場でのお話を伺った後、また WEBの皆様のご意見等

ございましたら確認をさせていただければと思います。それでは会場出席の委員の皆様

方でご質問ご意見等ございましたら承りたいと思いますが、いかがでしょうか。 

【大石委員】 

視覚障害で地図が見られないから発生していることかもしれませんが、都市公園の有

吉貝塚公園と蘇我スポーツ公園の２か所のところに「同一建物内」との記載がありますが、

これはどういう意味か教えてください。 

【事務局】 

鎌取地区の有吉貝塚公園のところに「同一建物内」と記載があるということで、点字を

打った時に※がずれたのかもしれませんが、地図上では有吉貝塚公園そのものを指定し

ているので、同一建物の施設はないということになります。例えばその上のイオンスタイ

ル鎌取については、千葉市あんしんケアセンター鎌取という福祉施設が同一建物内にあ
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りまして、買い物をするところと福祉施設が同じ建物内にあるということで「同一建物内」

と記載しています。鎌取地区の１番の緑区役所の中には３番の緑市税出張所が入ってい

ますが、マスタープランの抽出ルールに基づいて２つの施設を生活関連施設として位置

づけております。同じ建物ですがそれぞれ運営主体が異なり、バリアフリーの対応も変わ

ってくるので、そういうところを「同一建物内」として位置づけております。 

【大石委員】 

つまりこちらに書いてある都市公園が「同一建物内」という意味ではないのですね。 

【事務局】 

その通りです。 

【藤井会長】 

その他いかがでしょうか。 

追加している施設に関しましては学校、あるいは基準に則ったかたちでホテル等の新

しい施設があり、それらについてはそのままお認めいただくかたちになりますが、先程ご

説明のございました国立病院機構下総精神医療センターのところについてはルートから

外すといった提案がございました。こういった点についてはいかがでしょうか。現況を施

設管理者ならびに事務局の方で確認をした上で、位置づけは残しておくけれど、通行帯と

しての生活関連経路の位置づけは外すという運用をしたいということでございます。特

にそちらに関しても事務局の説明でよろしいでしょうか。 

会場はよろしいですか。WEBの方で何か追加でのご質問等ございますでしょうか。 

【会場・ＷＥＢ】 

（意見・質問なし） 

【藤井会長】 

それでは今回、位置づけをきちんと明確にして、その中で施設それぞれの特定課題に向

き合っていくというアプローチのスタートになります。その施設並びに経路という枠組

みを今回皆様方にお認めをいただくということになります。ご質問等がございませんの

で、お諮りしてまいりたいと思います。この千葉市の会議では、皆様方にご賛同いただけ

る場合には挙手をもって、というアプローチを取らせていただきます。それではご賛同い

ただける方は挙手をお願いできますでしょうか。 

【会場・ＷＥＢ】 

賛成多数 

【藤井会長】 

賛成多数ということで、事務局からご提案いただきました「議題 第１号蘇我地区、鎌

取地区、都賀地区における重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定案について」、

承認いたします。途中軽微な修正等がございましたら、会長、副会長の確認を得て進めて

まいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
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第２号 まち歩き点検ワークショップの開催案について 

【藤井会長】 

続きまして、「議題 第２号 まち歩き点検ワークショップの開催案について」、事務局

より説明をお願いいたします。 

【事務局】 

それでは、議題第２号 まち歩き点検ワークショップの開催案について、ご説明いたし

ます。お手元の資料２をご覧ください。 

１．開催の目的ですが、地区別基本構想の策定にあたり、生活関連施設や生活関連経路

の候補箇所でのバリアフリー上の具体的な課題や改善策を整理するために行うもので、

JR/京成稲毛地区、千葉都心地区で開催した時と同様に、実際の利用者である高齢者や障

害者の皆様などの市民参加による現地確認や意見交換等を行いたいと考えております。 

ワークショップでは、複数の班に分かれて、実際に現地を点検した上で、各施設の使用

しやすい点や課題点などを確認し、参加者間での共有も図って参ります。 

ページをめくって頂きまして２．開催概要、３．当日のプログラムをご覧ください。 

開催時期について、11月中旬から 11月下旬頃と記載をしておりますがが、本日までに

まち歩き後の会議室等を準備し、11/18（月）に鎌取・都賀地区、11/25（月）に蘇我地区

の計２日間での実施を予定しております。天候不順時等の予備日として鎌取・都賀地区に

ついては翌日の 19日（火）を検討しており、蘇我地区については 12月以降で再調整して

実施を検討しております。 

まち歩きの内容としては、集合場所として考えている JR蘇我駅、JR鎌取駅、JR都賀駅

の３駅を起点に周辺の生活関連施設や生活関連経路の現地確認を行います。 

班編成については各班 10名ほどを予定しており、蘇我地区で３班、鎌取地区２班、都

賀地区１班で、各日とも 30名程度でのまち歩きを予定しております。 

当日のプログラムとしては、13 時に現地集合し、まち歩き点検を行ったのち、休憩を

はさみ、15 時過ぎから各施設のバリアフリー状況やバリアフリー全般の課題について、

参加者間での意見交換を行い、16時 30分頃の終了を予定しております。 

次のページをご覧ください。 

４．対象エリアとして、班ごとの対象エリアや確認する経路等のイメージをお示してお

ります。こちらに記載の情報は現状「予定」であるため、施設管理者の協力等によっては

変更となる可能性があることをご了承ください。 

まずは蘇我地区について説明します。 

Ａ班～Ｃ班の３班体制で行います。 

Ａ班は、蘇我駅西口を起点として、駅前広場を確認した後、バスを利用してアリオ蘇我

施設内の確認を行います。 

Ｂ班は、Ａ班と同様蘇我駅西口を起点とし、大通り南側の、フクダ電子アリーナ、千葉

市蘇我スポーツ公園、蘇我コミュニティセンター、蘇我駅前連絡所の確認を行います。徒



12 

歩移動距離が約２km と長距離であるため、協力してくれる大学生を中心にまち歩きを予

定しています。 

Ｃ班は、JR蘇我駅内の改札口等を確認した後、東口駅前広場、ドーミーイン千葉 City 

Soga、三愛記念そがクリニックの確認を行います。Ａ班Ｂ班が西口側だったのに対し、Ｃ

班では東口側の生活関連施設をめぐる形を予定しております。 

また、目の不自由な大石委員には、当日のこの全体説明では伝えきれないことがあるた

め、協議会に先立ち説明に伺いましたが、その際、宿泊施設のバリアフリー施設を多く見

たいとの意見を頂戴していますので、唯一宿泊施設がある蘇我地区では、出来るだけ多く

の宿泊施設には、参加の呼び掛けを行い、施設の点検を行ってまいりたいと思います。 

次に鎌取地区について説明します。 

鎌取地区については、県立聾学校が生活関連施設となっていますが、今回は聾学校の学

生や保護者にもまち歩きに参加いただけることになっています。聾学校までの通学路を

確認するＥ班、鎌取駅南口方面を確認するＤ班の２班体制でまち歩きを行うことを予定

しています。 

Ｅ班は鎌取駅内の改札等をチェックした後、北口広場、聾学校までの経路、緑区役所を

検討しています。 

Ｄ班は南口駅前広場を起点とし、イオンスタイル鎌取、緑郵便局、緑区役所を検討して

います。 

Ｅ班、Ｄ班ともにまち歩きの最終目的地である緑区役所を含んでいるのは、隣接するコ

ミュニティセンターや図書館をまち歩きする予定となっているためです。 

最後に都賀地区について説明します。 

Ｆ班のみの１班体制を予定しています。 

Ｆ班はモノレール都賀駅、マルエツ新都賀店、若葉区役所、都賀コミュニティセンター、

都賀いきいきセンターのまち歩きを予定しています。 

まち歩き点検ワークショップの開催にあたっては、施設設置管理者様に立会い等のご

協力をお願いするとともに、高齢者・障害者等の各団体の皆様のほか、委員の皆様、関係

者様にも参加のご協力をお願いすることがあろうかと思いますので、その際には、よろし

くお願いいたします。 

議題第２号「まち歩き点検ワークショップの開催案について」のご説明は以上となりま

す。 

【藤井会長】 

早速ではございますが、まち歩き点検ということで、委員の皆様方・関係者の皆様方に

ご協力をいただかないと展開できないといったところで、お願いを含めた開催の計画案

でございます。只今の説明に対してご質問・ご意見等いただければと思います。 

まずは WEBでご参加の委員の皆様方、何かございますでしょうか。  
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【ＷＥＢ】 

（質問・意見なし） 

【藤井会長】 

それでは会場の委員の皆様方いかがでしょうか。 

【大石委員】 

前回会議に出席してとてもショックだったのは、車椅子の方がいらしていて、ホテルは

バリアフリーにしていると言っているが、実際に行ったらほとんど使いにくいところば

かりだと仰ってました。私たちがまち歩きをして、中に入ってスロープやエレベーター等

がちゃんとしているかを点検できたとしても、客室の中のバスルーム等がどのように改

善されたら良いかといったことまでは点検できないと思います。マニュアルをきちんと

ホテル側に示して、１部屋でもそれに則った改善をしてほしいということを行政から指

導しているのでしょうか。 

それから、バスで移動するのは１か所だけであとはみんな徒歩なのですが、その間には

ローカルのバス停というのはないのでしょうか。前回私が参加して失敗したと思ったの

は、モノレールを点検してそのまま稲毛区役所に行ってしまって、間のバス停を見なかっ

たことです。本当にバス停が認識できるのか、あるいは時刻表が見やすい位置に置いてあ

るのかといったことも、バリアフリーの点検に入れてほしいと考えます。よろしくお願い

します。 

【事務局】 

ご意見ありがとうございます。ホテルについては前回、公募委員である宿谷様から、実

際に車椅子の方が利用するときに台があると良いとか、洗う時に腰掛けられるだけでも

だいぶ違うといったご意見をいただいており、実はそういう設備があるにもかかわらず

従業員の方が気づいていなくてうまく利用されていなかったり、ホームページ等でバリ

アフリーの設備が紹介されていなくてその設備が整っているのかわからなかったりする、

というご意見もいただきました。今回バリアフリー計画を作るにあたっては、そういった

ホームページでの周知や従業員の設備に関する理解といった点も含めて特定事業に入れ

てもらえるように、特定事業者のワーキング等ではお願いをしていきたいと思います。 

今回見学のお願いはまだしていないのですが、まち歩きで見学をされた際には、こうい

った設備があると良いというご意見もお伺いしたいです。その意見を特定事業に入れて

いただけるかはわからないのですが、改良の余地があるのであれば、まち歩きの中でもご

意見をいただけると良いと思います。 

また２点目のバス停についても、まち歩きの途中に何か所かあると思います。本日はバ

ス協会の方は欠席されているのですが、時刻表とかがわかりやすいかといったご意見も

バス事業者に伝えた上で特定事業計画を立てていきたいと思っておりますので、そうい

った点もまち歩きの際にはぜひ見ていただいて、その後の意見交換会等で特定事業に向

けての意見出しをしていただければと思います。 
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【大石委員】 

もう一点お願いがあります。 

音声で車外放送をしているバスがありますが、もしかしたらドライバーの方々は、自分

のバスがどのくらいの音量で車外放送をしているか、ご存じないのではないかと思いま

す。ものすごく小さい音量です。朝の静かな時なら確かに聞きとれるのですが、国道等で

横に車が走っている状況では全く聞き取れません。設備があっても役に立っていないと

いうと感じましたので、お願いいたします。 

【藤井会長】 

では今日はバス協会の方は欠席されていますので、事務局の方から情報共有していた

だければと思います。よろしくお願いいたします。 

【事務局】 

確かに伝えておきます。 

【大里委員】 

ワークショップに関してですが、毎回なるべくそのエリアを使っている方や、ご家族が

使っている方に参加をお願いしていたのですが、今回の鎌取地区等となってくると、なか

なか今の理事等お願いできる方がいないということなので、参加できるかというのが確

定できません。そのあたりをご了承いただければと思います。 

【藤井会長】 

事務局の方、その辺りはやむ無しという理解でよろしいでしょうか。 

【事務局】 

いつもご協力ありがとうございます。できる限りのご協力をいただければと考えてお

ります。 

【岩井副会長】 

先程ホテルのバリアフリーの話が出ましたが、淑徳大学のコミュニティ政策学部にち

ょっと前までいらした方で、ホテルのバリアフリーにとても詳しい方がいます。盛岡にて、

かなり早い段階で１棟丸ごとバリアフリー化したホテルをつくったかなり熱い方です。

ホテルマンなのですが、これからは高齢化社会だからホテルをバリアフリーにして観光

地もバリアフリーにした方が良いという志で、市民の方とバリアフリー運動をやってい

た方です。その方の活動で、いろいろな先進的なホテルでバリアフリー化を行う努力とい

うのを論文にまとめましたので、手前みそではありますが、次回参考資料としてお渡しさ

せていただいても良いでしょうか。ぜひ志の高い素敵なホテルを見ていただきたいと思

います。 

【藤井会長】 

どんどんそういったものは情報共有していただけるとありがたいと思います。 

その他いかがでしょうか。 

それではご意見・ご質問等がないようですので、こちらにつきましてもお諮りをしたい
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と思います。先程事務局から、日程に関しては 11月中旬という話がございましたが、特

定の日として、11月の 18日と 25日、また予備日として鎌取・都賀地区については 19日、

蘇我地区については 12 月以降を予定するとの日程も出ました。また、開催時間は 13 時

から 16時半目途ということで、各委員の皆様方また関係者の方にご協力いただきたいと

いうことでのご提案でございます。 

この案に関しまして、賛成いただける方は挙手をお願いできますでしょうか。 

【会場・ＷＥＢ】 

全員賛成 

【藤井会長】 

会場・WEBともに全員挙手いただきましたので、原案通りまち歩きワークショップを展

開してまいりたいと思います。 

事務局の方はこれから具体的に施設管理者との調整が入ると思います。また会場参加

者では、多くの方が参加できるようにご案内を丁寧にしていただければと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 

５ 報告事項 

（１）策定スケジュールについて 

【藤井会長】 

続きまして、報告事項に移らせていただきたいと思います。報告事項「（１）策定スケ

ジュールについて」、事務局より説明をお願いいたします。 

【事務局】 

お手元の参考資料１をご覧ください。策定までのスケジュールについてご説明いたし

ます。 

資料は蘇我・鎌取・都賀の３地区における地区別バリアフリー基本構想策定までの検討

の流れと概ねの時期をお示ししたものになります。 

検討の全体的な流れとしましては、過年度策定した JR/京成稲毛地区、千葉都心地区で

培ったノウハウをもとに、１年目は、その地域の特徴や課題を抽出・整理し、２年目はそ

の特徴や課題に対して、施設管理者様に特定事業、各施設のバリアフリー計画を作成して

いただく流れとなります。 

具体的には、本日、議題として挙げさせていただいた重点整備地区・生活関連施設・生

活関連経路の設定に基づき、令和６年 11 月 18 日に鎌取・都賀地区、25 日に蘇我地区の

まち歩き点検ワークショップを開催、その後、まち歩き点検の結果などを踏まえ、基本構

想に盛り込むバリアフリー化の考え方や配慮事項などを整理した上で、年明けの令和７

年２月頃に第 13 回協議会を開催し、皆様にその内容をお示ししたいと考えております。 

令和７年４月頃には事業者ワーキンググループを開催し、各施設設置管理者の皆様に

ご検討いただく具体的なバリアフリー事業である特定事業の内容等についての調整を本
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格化し、９月頃には利用者と施設設置者の両者の相互理解を深めるため、まち歩き点検ワ

ークショップ、事業者ワーキンググループにご参加いただいた皆様に合同での意見交換

会の開催なども予定しております。 

11 月頃開催予定の第１４回協議会の場では、事業者ＷＧ、合同意見交換会の結果踏ま

え、地区別バリアフリー基本構想 蘇我・鎌取・都賀地区の素案について皆様にご議論い

ただき、令和８年２月開催予定の第１５回協議会での承認を経て、令和７年度末に当該３

地区のバリアフリー基本構想の策定・公表を目標としております。 

なお、基本構想には特定事業の概要が掲載されますが、より詳細な内容が示される特定

事業計画につきましても、令和８年の夏以降、策定主体である各施設設置管理者の皆様と

調整を進め、令和８年度内に計画策定・公表を目指していきます。 

以上が参考資料１ 策定スケジュールについての説明となります。よろしくお願いい

たします。 

【藤井会長】 

２か年に渡る計画の策定のプロセスと、具体的に計画策定後の公表に向けたアプロー

チについて、各関係各位を含めてご協力いただいた中でこの策定事業を進めていきたい

といったところでございます。ただいまのご説明に関しまして、ご質問ご意見等ございま

したら承りたいと思いますが、まず WEBでご参加の委員の皆様方いかがでしょうか。スケ

ジュール感としてはよろしいでしょうか。それでは会場の方でご質問・ご意見等ございま

すでしょうか。丁寧にこれから計画を進めていくといったことでございます。 

それではこちらにつきましても、皆様方ご了承いただいた中でまた随時何かございま

したら事務局の方にご意見等を賜れればと思います。 

それでは議事を進めさせていただきます。 

 

６ その他 

【藤井会長】 

続きまして、「その他」について、事務局の方から説明はありますでしょうか。 

【事務局】 

その他として、事務局よりご報告いたします。 

机上に、「障害からくる色々な行動があります 私のことを知って下さい」というポス

ターを配布しています。 

このポスターは、兵庫県神戸市に本社を置く山陽電気鉄道が、公益財団法人 兵庫県手

をつなぐ育成会及び明石地区手をつなぐ育成会の協力のもと作成したものであります。 

非常によくできたポスターであると感心するとともに、障害特性から生じるさまざま

な行動を知っていただくことが、精神障害者の方への理解を深め、その知識や理解などが

障害者の方への思いやりにもつながると思います。 

このポスターは、千葉都市モノレール株式会社の協力を得て、モノレール車内に掲示さ
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れています。 

障害児者理解啓発ポスターを掲示することについては、心のバリアフリーにつながり

ますので、事務局としても、ぜひ他の事業者様が特定事業に取り入れるなど、障碍者の方

への理解につながる啓発活動に参加いただくよう、今回の協議会や事業者ワーキングな

どでも周知していきたいと思います。 

事務局からの報告は以上になります。 

【藤井会長】 

障害の理解として、とても良い取組かと思います。事務局からいろいろなかたちで関係

各所にお願いが挙がるということですので、その際はご協力いただける範囲でぜひよろ

しくお願いいたします。 

それではその他、本日ご出席の委員の皆様方で情報共有、あるいは報告等ございました

らいただければと思いますが、いかがでしょうか。 

【大石委員】 

私自身はまちを歩いていても、とても心のバリアフリーを感じております。今日ここへ

来るときにも、「市役所に行くなら一緒に行きましょうか？」と２人の方に声をかけてい

ただいたほどで、とても皆さんスマートに手を貸してくださいます。 

この間から若いママさんに会うと、車椅子の方の場合はスロープを出してもらえるが、

ベビーカーは上げるのにとても苦労するという話を何度か聞きました。ドライバーさん

が手を貸すとか、乗客の方がちょっと手を貸してあげるなど、障害者だから手を貸さなく

ちゃいけないのではなくて困っている人は他にもいっぱいいるということです。 

スーパー等でも小さい子どもさん連れて買い物をする場合には優先的にとめていいよ

うになっていますよね。あんな風に、子育てしている若いママさんたちへの支援ももう少

ししてあげようよ、というのをＰＲしてほしいと思っております。 

【藤井会長】 

その通りですよね。 

【事務局】 

私も子どもを育てている身としては、やっぱりお母さん等が小さな子供を満員電車の

中に連れて、子供がワーワー言っているだけでもすごいつらい思いをしてしまうことも

あります。私もそういう経験があるので、みんなで子育てをやっていくという、そういう

志でいつもいるつもりでおります。我々も出前講座にて、子どもにもバリアフリーの教育

をさせていただいておりますので、そういった心のバリアフリーについて、今後もこの協

議会を通じて、いろいろなところで発信する機会があればと思っております。 

【藤井会長】 

私は交通が専門なのですが、いろんな自治体の中でも子育て世帯といったところで、未

就学児をかかえる方あるいは妊産婦さんをどう支えるかといったことに特化してタクシ

ー協会さんと連携するとか、あるいはデマンドタクシーでもこれまでのシニア交通とい



18 

う高齢者対応だけではなくて、その対象者を具体的に子育て世代の人たちというかたち

でやっているような自治体も出ています。そういった面では、2030年の SDGsの目標を見

ると、移動の対象者の中で女性・子供といったところが、一番に移動交通の中の支援事業

の中で挙がっています。もちろん障害といったかたちの移動も基本ベースにはあるので

すが、やはり私達の暮らしの中で、どういう視点の中で生活がなされているかといったと

ころのフォローアップを、やはりもう一度意識改革していくことが必要になってくるの

かなというところです。本日はいろいろご意見をいただきました。また各委員の皆様方も、

そういう場面があったということを情報共有することがすごく大事ですので、私は年に

数回しかお会いできないので、そういった例があれば事務局の方に挙げていただき、その

都度 PDF 等でも配信していただいても結構ですし、情報共有していただけるとありがた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

その他いかがでしょうか。 

【大里委員】 

先程のポスターの件ですが、大変申し訳ないのですが、モノレール様のほうに貼ってい

ただくということでご承諾をいただいておりますので、他の事業者から行政の方にお話

がありましたら、私ども千葉市手をつなぐ育成会のほうに一言声をかけていただき、そこ

からまた山陽電気鉄道さんのほうにご了解をいただかないといけないので、よろしくお

願いいたします。 

【藤井会長】 

事務局は手続き的なところをきちんと対応をよろしくお願いいたします。 

その他いかがでしょうか。 

【竹内委員】 

精神障害の人たちもこういうようなことがあるので、このポスターを見てすごく感動

しました。精神障害ですと見た目からはあまりわからないので、誤解されるといったこと

もあります。皆さん治療をして頑張っていらっしゃいますが、やはりこのポスターと同様

のことがあると思い、ポスターを見てすごく感動いたしました。やはり皆さんは精神障害

の人を特異な目で見ると思うのですが、そういったことがこういうポスターによって減

っていけば良いと思います。 

【藤井会長】 

前の会でもお話ししたかもしれませんが、総務省の調査で行った、日本・アメリカ・ド

イツの精神障害といったものに対する位置づけの比較があるのですが、アメリカ・ドイツ

はほとんど気にしないのに対して、日本の場合には精神障害というだけで距離をおいて

しまいます。それをどう変えていくのかといった一歩の手立てがなかなか見つからない。

その難しさがずーっと続いています。そういったところを公共という空間の中で少しず

つ変えていくといった、良い気づきの情報発信だと思います。さらに、公共交通を利用し

ていかないと、集団生活を伴わないといった部分で健常者の子供たちの公共性が逆に低
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下してくるという状況の報告もあるので、例えばこういう公共の場でみんなが知るとい

うのは非常に大事なことです。違ったパターンで独自の展開をされているところもある

かと思いますので、ぜひ多くの関係機関の中でそういったことを共有していけたら良い

と思います。良い例ですので、ぜひ千葉市から広げていっていただければありがたいと思

います。 

その他いかがでしょうか。 

それでは、ご意見を賜りました。これから皆様方により多くのご協力を得たかたちで地

域の問題を見える化していく、見える化した中でどう具体的な対策へと展開していくか

といったところで、関係各所との意識の共有を図るのがこの千葉市のアプローチですの

で、ぜひご協力を引き続きお願いできればと思います。 

それでは、私の方でお預かりした議事につきましては以上ですので、進行を事務局にお

返しします。どうもありがとうございました。 

 

４ 閉会 

【事務局】 

長時間のご審議ありがとうございました。 

以上をもちまして、「第 12回千葉市バリアフリー基本構想推進協議会」を終了いたしま

す。なお、次回の協議会の開催日程につきましては、令和７年２月頃を予定しております

が、詳細が決まり次第、改めてご連絡いたします。 

本日は、ありがとうございました。 


